
専⾨的な知識と経験で、
お⼦さんの成⻑をサポート。

感覚統合療法・運動療育

こどもリハビリテーションセンター

お⼦さんの『できる』を引き出す

こどもリハビリテーションの特徴
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当センターでは、経験豊富な理学療法⼠・作業療法⼠が、感覚統
合療法や運動療育など、様々なアプローチで、お⼦さんの成⻑を
促します。�遊びを取り⼊れた楽しいプログラムで、お⼦さんの⼼
も体も育みながら、お⼦さんの強みを発⾒し、⾃信へと繋げてい
きます。お気軽にお問い合わせください。



⽀援プログラム
当センターでは、この⼤切な時期のお⼦さんの発達を総合的にサポートするため、⼀⼈ひとり
の発達段階に合わせた個別のリハビリテーションを提供しています。発達⽀援の5つの領域
（「健康・⽣活」「運動・感覚」「認知・⾏動」「⾔語・コミュニケーション」「⼈間関係・社会
性」）を評価し、お⼦さんの強みや課題を丁寧に把握することで、より効果的な⽀援計画を⽴て
ます。

個別のアセスメント:お⼦さんの発達の過程や、
それぞれの領域における強みや課題を詳しく把握
するため、丁寧な評価を⾏います。
オーダーメイドのリハビリ:�アセスメントの結果
に基づき、お⼦さんのニーズに合った個別のプロ
グラムを作成します。遊びや⽇常⽣活の中に、お
⼦さんの発達を促す要素を取り⼊れ、楽しく効果
的なリハビリテーションを⾏います。
専⾨性の⾼い個別・集中的な⽀援:作業療法⼠、
理学療法⼠など、それぞれの分野のセラピスト
が、お⼦さんの発達過程に合った計画的で集中的
な⽀援を⾏います。

こどもリハビリテーション 発達⽀援の5領域

乳幼児期は、⽣涯にわたる⼈間形成の基礎となる、脳の発達が著しく活発な時期です！

健康・⽣活 運動・感覚 認知・⾏動

来所時に⼝頭での質問によ
り、こどもの体調や健康状態
を確認します。
いつもと違う表情、声のトー
ン、動きなどを観察し、体調
や気分の変化に気づくように
⽀援します。
⼿洗い、⼿指消毒、マスク着
⽤などの感染症対策を徹底し
ます。
安全な環境作りに努め、事故
を防⽌します。

運動プログラムを通して、
����粗⼤運動の獲得・安定化を図
����ります。

姿勢保持に必要な筋緊張及び
筋⼒を改善・向上させるため
の運動を⾏います。
運動プログラムの基本課題と
応⽤課題に取り組みます。

視覚、聴覚、触覚等の感覚を
⼗分活⽤して、必要な情報を
収集して認知機能の発達を促
す⽀援を⾏います。
ボールやブランコなど様々な
物や素材に触れ、得られた情
報を正しく認知・処理するこ
とにより、空間認知や時間概
念、数の概念や⾊の名前など
を獲得していきます。

⾔語・コミュニケーション

プログラムではマンツーマン
で⽀援を⾏い、遊びや運動を
通してコミュニケーションや
社会性を⾝につけます。
遊びプログラムではペアのお
友達と⼀緒に遊びを展開する
ことで関係作りを進めます。

⼀⼈遊びから、⼤⼈が介⼊し
て⾏う共同遊びへの移⾏を⽀
援します。
友達と挨拶したり、お礼を⾔
ったりするなど、基本的な社
会性を⾝につける機会をつく
ります。

⼈間関係・社会性
まとめ

こどもの状態やニーズに合わ
せてプログラムは個別化され
ます。
保護者の⽅へリハビリの進捗
状況を共有します。
必要に応じて保育所や学校、
福祉サービス事業者などと連
携し、より効果的な⽀援を提
供します。

こどもリハビリテーション 06-6568-5757

2025年度 ⽀援プログラム


